
令和 7 年 4 月 1 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

＜目的＞

＜成果＞

・「避難の方法を改めて確認することができて安心しました。もしもの時に落ち着いて行動できるようにしたい

と思いました。」

・「手洗いの大切さや正しい方法を知ることができてよかったです。これからも気をつけていきたいと思いま

す。」

・「社会人としてのマナーについて改めて学ぶことができました。あいさつや時間を守ることをこれからも意識

利用者の皆さんは日頃から真面目に作業に取り組んでおり、あいさつや時間を守ることなど基本的な就労マナー

についても意識して行動されている様子が見られます。

作業についても丁寧に取り組まれており、安心して作業を任せることができています。今後も継続した取り組み

により、利用者の能力向上につながることを期待しています。

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 ＨＲＣｐｌｕｓ 事業所番号 4510600556

住　所 宮崎県日向市上町１丁目１３番地 管理者名 黒木　聖子

電話番号 0982-55-7005 対象年度 令和６年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

連携先の企業や事業所等の意見または評価

利用者からの意見・評価

連携先企業（担当者） （株式会社黒田工業ひゅうがリサイクルセンター　中間処理事業部　部長　高木優

当事業所では、利用者が地域社会の一員として安心して働き続けることが

できるよう、作業能力の向上だけでなく、就労に必要な知識や社会生活に

関する理解を深めることを目的として各種研修や勉強会を実施している。

作業に関する指導に加え、防災意識の向上や衛生管理、社会人として必要

なマナーやルールについて学ぶ機会を設けることで、利用者の知識・能力

の向上および就労習慣の定着を図っている。

①避難訓練（防災教育）

災害発生時に安全に避難することができるよう、避難経路の確認や避難方

法についての説明を行い、実際の避難訓練を実施した。避難手順や安全確

保の方法について指導を行った。

②手洗い・衛生管理に関する勉強会

感染症予防を目的として、手洗いの重要性や正しい手洗い方法について説

明を行い、衛生管理への意識向上を図った。

③社会人としてのマナーやルールに関する勉強会

職場における基本的なマナーやルールについて勉強会を実施した。

あいさつ、時間を守ること、報告・連絡・相談の重要性など、働く上で必

要な基本的なルールについて職員が説明を行い、利用者同士で意見交換を

勉強会や訓練を通して、防災意識や衛生管理への意識が

高まり、日常生活や作業時においても手洗いや安全確認

を意識する利用者が増えている。

また、社会人としてのマナーやルールについて理解が深

まり、あいさつや報告などの行動が以前より意識して行

われるようになった。

様式２


